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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・モーニングミーティングはSGMかJGMが出席する。二人とも不在の場合には、中級以上のスタッフが出席する。リーダーになっていたからといって一人で行うというものではなく、各フロアの勤務スタッフが協力し合って業務を行うこと。
・ペーパータオルは1回当たり2枚以内とする。ペーパータオルの在庫が少なくなっているため、発注してもすぐに補充できない場合もあるので、当分はエアタオルと併用し、補充が出来ない場合にはエアタオルを利用する。ペーパータオルを使用する場合には、エアタオルの電源は入れないこと。トイレにゴミ箱を設置するため、ごみ箱の必要数を不定期発注すること。
・千葉輝夫様が入浴日以外で衣類汚染した場合には、洗濯せずに迎えに来た際にご家族に返却する。
[提出物]

・1月月報⇒2/5（月）8：00まで

・1月経過録⇒2/7（水）までにアップロード

・評価：転倒・転落アセスメント、LASMI⇒2月中に実施

［研修］
・2/6・9　第6回法人研修「成年後見と人権擁護」

・2/11　発達障害に関する研修：申し込みは各自で行うこと
・2/20・21　第9回院内研修「処遇制限」

・2/14　依存症への理解を深める県民フォーラム：申し込みは各自で行うこと
＜利用者様情報＞
デイケア

・松倉　健一　様～本日来所していない為、自宅に電話している。母様が電話に出て「昨日受診して入院になりました。2ヶ月くらいかかると言われました。また、退院したらお願いします。」と八戸赤十字病院に入院したとの情報提供がある。退院した後にデイケアを再開する際は連絡してほしいことを伝えている。八戸赤十字病院入院に伴い、今後主治医より許可が下り次第、退所となる。
・我満　奈津紀様～「最近情緒が不安定なんだよね」と話しており、乳がん術後のフォロー検査の結果が出ることや再婚について話している。当院に通院している患者様と交際をしており、再婚について話しているとのこと。交際期間が3か月と短いことや、双方が病気を持っている為、病状が悪いときに支えあわなければいけないなどの課題があることを伝え、熟慮するようにアドバイスしている。青明舎からも、現在は娘様のことを優先するようにアドバイスされたとのことで、焦らずに考えていくことができるようにサポートしていく。

・上野　千奈津様～北病棟より情報提供あり、行動がスムーズにできないので休むと本人からの申し出あり、本日はデイケアを欠席してい
・福井　彩　　様～出産のため2月中旬から暫くの間デイケアを休む予定であったが、旦那様の仕事が2月は夜勤のみとなるため、2月から実家で過ごすことになったと話している。その為もし実家方面への送迎が可能なら、もう少し通所できるとの相談がある。送迎は可能であることを伝え、送迎場所・時間については、実家近くの一日市のバス停に9：30としている。（実家はバス停から徒歩5分ほどの所にある）
・上川原　豊　様～来所時に空包をスタッフと確認しており、今朝までの空包が全て揃っている。忘薬なく過ごしていると話しており、昼食後薬はスタッフの目の前で服薬している。体調については「特に変わらないなあ」と話している。午前は居眠り多く見られ睡眠時間は充分であるが眠気が残っていることが多いと話している。担当医にも相談しているが経過観察するよう言われているとのこと。
・佐羽内　裕亮様～祖母様が死去したため、1週間ほど欠席すると連絡ある。1月中欠席とし、2月になっても欠席する際には連絡するよう伝えている。

・藤村　翔　　様～幻聴があると話している。内容は名前に「り」のつく人が死ぬとおばあさんが言っていたとのこと。その話は現実かどうか尋ねると、幻聴だと理解している発言が聞かれている。

・繁名　和恵　様～朝本人より電話があり、頭痛と幻聴がひどく、準備はしたが、転びそうで歩いて青陽館に行くのが怖いから送迎してもらえないかと話している。送迎の対象者について説明すると、理解しているが、本日のデイケアは欠席している。
・東海林　紀子様～左眼が充血しており、職場でも眼科受診するように言われたとのことで、本日眼科受診と銀行に行くためデイケアを欠席している。

・菅野　勝利　様～本日来所しているが、腰が曲がったままの姿勢で移動していることや、服装が食べこぼしのしみがついたスエットパンツやジャンバーを身につけており、だらしない印象を受ける。体調を尋ねると「大丈夫だ。悪くない」と話しているが、椅子に座ると居眠りを始めている。

デイナイトケア
・馬渡　武光　様～青風荘より情報提供があり、昨日21時に背中のかゆみを訴えており、オイラックス軟膏をつけている。本日はかゆみの訴えは聞かれていない。

・千葉　輝夫　様～来所時より、風呂場のトイレに土足で入っていくことがあり、都度介入している。昼食時に、使用した割り箸をポケットにしまって、鉛筆でご飯を集めて食べているため声掛けしている。スタッフの声掛けには拒否することはなく、行動をやめている。今後も見守り強化し適宜介入していく。

・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供があり、朝食時に玄関の鍵を開けて外に出ようとしており、スタッフの介入を聞き入れない様子が見られていたとのこと。本日のデイナイトケアでは、今朝のことについて尋ねると「やっぱり聞いたの？」「帰りたいなって思って」と話しており、傾聴することで表情穏やかになっている。今後も所在確認を徹底し様子を観察していく。
・奥山　以依子様～青風荘より情報提供があり、突然、「すいません、控えめにしなければならないですね」と話しており、スタッフが何のことか聞き返すが、返答聞かれない。多弁、落ち着きの無さ、気分高揚している様子が見られていたが、本日のデイナイトケアでは落ちついで過ごしている。
・山田　隆雄　様～昼食後、廊下を歩いている他メンバーを急に指を差して立ち上がりブツブツと話している。その後も他メンバーやスタッフを指差して小声で話すことが見られている。体調については「風邪をひいていないし、大丈夫」と話している。プログラムには参加すること出来ており、プログラム中は上記行動は見られない。上記内容を青風荘に情報提供し、今後も様子を観察していく。

・大下　良悦　様～青風荘より情報提供があり、本日は落ち着き無い様子で、朝もいつもの起床時間よりかなり早めに起きてきている。昼の食器洗いでは、先に取り掛かっていた吉田キクエ様のところに割り込み、洗い物をしていることがある。
ナイトケア
・八木橋　牧雄様～1/23（火）、普段通り来所しており、バイタルサインの異常や不調を訴えることはない。本日八戸赤十字病院でCT・十二指腸の検査を行ってきており、状況を質問している。検査終了まで時間がかかり、疲れたと話しているが、特に問題なく検査を行えたとのこと。検査結果については2/1（木）にわかるとのことで、検査結果がわかったら教えて欲しいことを伝えている。本日より1/25（木）の大腸検査のための食事制限が始まっており、自身でも制限内容を確認しながら問題なく対応できている。

・鹿原　博夫　様～1/23（火）普段通り来所しているが、本人が1人で入浴している際に口調荒く怒鳴るような独語が聞かれている。入浴後は独語が聞かれることなく静かにテレビを見て過ごしており、体調を聞くと「なんも問題ないよ」と表情穏やかに話している。疲労感や生活上の問題についても特にないとのことで、何か不調や問題が生じた際には無理せず相談するよう促すと「わかった」と返答している。
＜事例検討会＞
カンファレンスシート（　倉石　ヨシエ　様）

実施日：H30年1月24日（水）13：30～14：00

担当チーム：工藤
検討内容　目標の見直し

	氏名
	倉石　ヨシエ
	性別
	女
	年齢
	85
	生年月日
	昭和6年　8月　1日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	高血圧

	治療方針（医師の指示）
	・基本的生活習慣の修得

・対人関係の改善

・身体機能の維持・向上

・作業能力・持続性の向上

・病識を身につける

	本人希望
	現在の生活を維持する。

	家族希望
	青風荘や関連施設で生活を続けて欲しい。

	入院歴
	計　1回（最終：昭和62年8月　～平成13年9月13日　　青南病院）

	通所歴
	　1回目

· 今回：平成13年10月9日～現在　　（週5回）

	その他サービス利用
	青風荘入所中

	住居：青風荘
	家族構成


                 


定期的な面会は無いが、必要時には援助してくれている。（姪様）

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳1級
	障害基礎年金1級
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）

自立支援あり・要介護1


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	青陽館を利用し、青風荘での生活を続ける。
	①妄想があっても上手に付き合い落ち着いて過ごす。
	①妄想があっても、日常生活に支障をきたさない。
	①気になることや不調を感じた時には、スタッフに伝えることができる。神様に関する発言が聞かれた際には、過度にならないように発言を傾聴し、生活に支障をきたさないよう対処法を一緒に考え、行動化を防ぐ。

	
	②身体機能の維持。
	②歩行運動に参加し、下半身の筋力低下を防ぐ。
	②自分のできる範囲で取り組み、運動量を維持する。取り組みの様子を観察し、安定した歩行状態であるか、また、転倒のないよう見守りを行う。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応（目標・計画継続か否か）

	①妄想があっても、日常生活に支障をきたさない
	・物盗られ妄想があり、「下着盗られる」「ズボン盗られる」「神様が隠す」と訴えることがある。

・利用中、1階へ降りて行こうとし、スタッフが声掛けすると、「神様が…青風荘に行かねば･･」「今、神様に追いかけられて逃げた」と言う。青風荘へ戻ると落ち着いていたとのこと。

・通所から帰宅の際、エレベーターを利用して1Fに降りる対応を取っているが、「神様がいる」等の発言が続いて見られている。使用を拒むことがあり、階段を利用することもある。送りの方法を変更して対応することとしている。
	妄想により日課に取り組まない事はないが、表情が冴えないことや、身体不調の際に声を掛けると神様に関する発言がある。何か訴える様子が見られないか表情の観察をし、突然階段を降りていこうとする等、行動化する前にスタッフに話してほしいことを伝えていく。神様に関する訴えや妄想様の訴えが過度とならないよう本人の発言を傾聴していき、日常生活に支障はきたしていないか観察していく。
⇒目標継続

	②歩行状態を維持する。
	・12月11日に起床時、ベツトから落ちて右側鎖骨を骨折しており、運動療法は休んでいる。排便状況は、便秘傾向で、時々シンラック液の内服量を調整している。以前から不調時、精神症状が安定しないため今後も見守り必要である。

・歩行運動は日によって歩行距離は変わるが、生活指導室を2～3周することができている。

・時々、右鎖骨に痛みがあると運動に取り組まず、座っていることがあったが1月に入ってからは、取り組むことが出来ている。

・座った状態でも動けるところをしっかりと動かし、動作はほぼ維持されている。
	殆ど自分からスタッフに不調を訴えることはない。右側鎖骨の骨折部位は、「なんぼが良くなってきた」と話している。本人の状態を観察しながら、無理のない範囲で運動に参加できるように声掛けして行く。歩行が不安定な為、継続した見守りを行っていく。⇒目標継続

・以前から不調時、精神症状が安定しないため、今後も青風荘と情報共有していく。

	その他
	・昨年12月、体重52.4kg（BMI25.2）⇒今年1月、50.8kg（BMI24.5）
・便秘が継続することがあり、下剤を服用して排便することが多い。腹部の不快感があっても、自ら訴えることがない為、軽減できるよう状態観察を行っていく必要がある。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	青陽館を利用し、青風荘での生活を維持する。
	①妄想があっても上手に付き合い、落ち着いて過ごす。
	①妄想があっても、日常生活に支障をきたさない。
	①気になることや不調を感じた時には、スタッフに伝えることができる。神様に関する発言が聞かれた際には、過度にならないように発言を傾聴し、生活に支障をきたさないよう対処法を一緒に考え、行動化を防ぐ。

	
	②身体機能の維持。
	②歩行運動に参加し、下半身の筋力低下を防ぐ。
	②自分のできる範囲で取り組み、運動量を維持する。取り組みの様子を観察し、安定した歩行状態であるか、また、転倒のないよう見守りを行う。
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